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産
業
革
命
後
の
イ
ギ
リ
ス
で
は
、
機
械

で
の
大
量
生
産
、
大
量
消
費
に
移
行
し
、

職
人
の
手
仕
事
が
失
わ
れ
、
労
働
に
対
す

る
使
命
感
や
誇
り
が
失
わ
れ
つ
つ
あ
り
ま

し
た
。
ウ
ィ
リ
ア
ム
・
モ
リ
ス
は
、
中
世

的
な
イ
ギ
リ
ス
の
手
工
業
の
復
興
を
目
指

し
、
有
用
性
と
美
を
兼
ね
備
え
た
作
品
を

次
々
と
生
み
出
し
ま
し
た
。
そ
の
思
想
か

ら
展
開
し
た
潮
流
を
「
ア
ー
ツ
・
ア
ン
ド
・

ク
ラ
フ
ツ
運
動
」
と
言
い
ま
す
。
こ
の
潮

流
は
や
が
て
世
界
へ
と
及
び
、
独
自
の
歴

史
・
文
化
、
社
会
情
勢
を
反
映
さ
せ
な
が

ら
発
展
し
て
い
き
ま
し
た
。

　

本
展
で
は
モ
リ
ス
を
は
じ
め
、「
近
代
建

築
の
三
大
巨
匠
」
の
１
人
で
あ
る
ア
メ
リ

カ
の
建
築
家
フ
ラ
ン
ク
・
ロ
イ
ド
・
ラ
イ

ト
ま
で
幅
広
い
展
開
を
み
せ
た
「
ア
ー
ツ
・

ア
ン
ド
・
ク
ラ
フ
ツ
運
動
」
の
動
き
を
約

１
７
０
点
の
作
品
を
通
じ
て
紹
介
し
ま
す
。

【
日
時
】
４
月
27
日
㈯
～
６
月
30
日
㈰

９
時
30
分
～
17
時
（
入
場
は
16
時
30
分
ま

で
）
※
休
館
日
を
除
く

【
場
所
】
市
美
術
館　

展
示
室
１
・
２

【
観
覧
料
】
一
般
千
円
（
８
０
０
円
）、
65

歳
以
上
８
０
０
円
（
６
０
０
円
）、
大
学
生

以
下
無
料
。

※
（　

）
内
は
、
20
人
以
上
の
団
体
料
金

※
各
種
障
害
者
手
帳
な
ど
を
お
持
ち
の  

　

人
（
介
助
者
一
人
を
含
む
）
は
無
料

【
問
】
市
美
術
館　

☎
65
‐
３
５
８
０

令和６年度　春季特別展

アーツ・アンド・クラフツとデザイン
ウィリアム・モリスからフランク・ロイド・ライトまで

　
「
住
友
の
建
築
家
」
と
し
て

活
躍
し
た
野
口
孫
市
に
よ
り
、

１
９
０
６
年
に
四
阪
島
に
完
工

し
た
住
友
別
子
鉱
業
所
接
待
館
、

通
称
「
日
暮
別
邸
」。
野
口
が
内

部
意
匠
設
計
の
手
掛
か
り
に
し

た
の
は
、
同
時
代
の
ア
ー
ツ
・

ア
ン
ド
・
ク
ラ
フ
ツ
の
新
し
い

潮
流「
グ
ラ
ス
ゴ
ー
派
」で
し
た
。

　

こ
こ
で
は
、
野
口
が
影
響
を

受
け
た
デ
ザ
イ
ン
に
着
目
し
、

日
暮
別
邸
記
念
館
と
の
連
携
展

示
を
行
い
ま
す
。

特
集
展
示

日ひ
ぐ
ら
し
べ
っ
て
い

暮
別
邸
に
み
る
ア
ー
ツ
・

ア
ン
ド
・
ク
ラ
フ
ツ
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詳
細
は
こ
ち
ら

▼
学
芸
員
に
よ
る
展
示
ガ
イ
ド

　【
日
時
】
５
月
４
日
㈯
、
６
月
16

　

日
㈰
　
14
時
～
14
時
半

　【
定
員
】
20
人
※
要
観
覧
券

市 HP

E 

V 

E 

N 

T


